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時 期 教 材
M 19 ・5 生兵学○中隊学○測図0
兵学大意○行軍演習○




T 2 ・1 徒手小隊.中隊○執銃各個
.小隊 .中隊訓練○




























































































































































同じく(M13) 8名中、 6名。奈良師範(M18)で132名中、 104名。群馬師範(M14)で
98名中、 73名とある。
13)前出10のP485
14)前出8のP83
15)大江志乃夫、徴兵令、岩波書店、 p73、 1981
師範学校教育と学校体育に関する若干の考察 101
16)能勢修一、明治体育史の研究、遭遥書院、 P157、昭和40年
17)木下秀明、兵式体操からみた軍と教育、杏林書院、 P34、昭和57年
18)高橋俊乗、日本教育文化史、講談社、 P159、昭和53年
19) 1年志願兵は、年齢17歳以上26歳以下で官立学校・府県立師範学校(小学校を除く)の
卒業証書を所持し、在営期間中の食料被服装具等の費用(この頃、年間約100円程度)を自
弁する者を対象とした。願いにより1年間現役に服せしむるを得るとして、予備・後備幹
部養成のための特別教育をおこなった。ここでは、現役1年、予備1年、後備5年の計7
年で、一般徴兵の計12年に比べればきわめて短縮されていた。
20)前出10のP546
21)前出17のP12
22)前出17のP78
23)前出17のP77
24)在郷軍人会は明治43年に設立され、のち大正時代に強制加入制となった。目的は軍人精
神を鍛練し、軍時能力を増進し、社会の公益を図り、風致を振作し、恒に国家の千城とな
り、国民の中堅たる実を挙げることにあった。当時の状況では、毎年10万内外の新兵が入
隊し、陸軍軍隊は国民の訓練道場の観を呈するようになっていたという。そして現役を終
え、徐隊していったわけで、在郷軍人の数もそれにつれて増加していった。
25)前出1のP256
26)前出8のP85
27)前出1のP273
28)前出18のP149
29)海後宗臣、日本教育小史(講談社、 P82、昭和53年)によればこのようにある。
30)井上一男、学校体育制度史、大修館書店、 P72、昭和34年
31)岸野雄三、近代日本学校体育史、日本図書センター(底本34年・東洋館出版社) ・ P
I06昭和58年
32)前出31のPI09
33)前出17のP12に詳しく記されている。
34)前出1のP387
35)着西富夫、青森県の教育史、思文閣出版、 P200、昭和60年
36)前出15のP86
37)前出4のP16
38)生田博、日本陸軍史、教育社、 P116、 1980
39)長崎県教育委貞会・長崎県教育史、長崎県教育委員会、 P16、昭和51年
40)上沼八郎、近代日本女子体育史序説、不味堂、 P160、昭和34年
41)前出31のP137-138で、過当たり配当時間を、師範学校1部で3時間、 2部で2時間と
しているが、いま一つの資料・前出29との間にはかなりの相違がある。
42)前出31のP133
43)凡そ、 Tll年のワシントン条約からS5年のロンドン軍縮会議まで、陸海軍を通しての
各種の会議・条約締結を総称して、いっているようである。
神文雄
44)前出38のP122
45)前出38のPl16
46)前出15のP133
47)前出38のP214
なお各種年代関係については、主として(森秀夫、日本教育制度史、学芸図書、昭和
59年)、 (文部省、学制百年史、帝国地方行政学会、昭和47年)を参考にしている。
(昭和61年4月30日受理)
